
リコー三量グループ
リコー
三費

三費石油

リコーヱレメックス
日本リース

北九州コカ・コーラポトリング
三菱不動産



仕
事
、
家
庭
の
俗
事
に
追
わ
れ
る
毎
日
、
い
つ
も

他
人
の
思
惑
ば
か
り
を
気
に
し
て
、
心
の
ど
こ
か
に

不
安
を
感
じ
な
が
ら
生
き
て
い
る
現
代
。

い
ま
、
私
た
ち
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
禅
語

じ
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
照
顧
脚
下
L

。
い
た
ず
ら
に

空
理
・
空
論
を
語
ら
ず
、
も
っ
と
も
日
常
的
で
平
凡

な
現
実
の
中
で
自
己
を
直
視
し
、
確
実
に
実
行
し
て

ゆ
く
精
神
を
養
う
・
』
と
で
は
な
い
、
で
し
ょ
う
か
。

そ
こ
で
三
愛
会
、
で
は
、
中
皇
社
員
の
精
神
修
養
を

目
的
に
、
幹
部
社
員
に
自
己
を
見
つ
め
て
も
ら
ヤ
フ

と
、
坐
禅
を
中
心
と
し
た
一
泊
二
日
の
会
合
を
全
国

持
ち
ま
わ
り
で
し
て
お
り
ま
す
。

禅
で
は
、
「
坐
禅
は
教
育
で
は
な
い
。
己
の
生
き

方
を
知
る
。
姿
勢
を
正
し
腰
を
入
れ
、
呼
同
引
を
整
え

て
丹
田
呼
吸
を
し
、
た
だ
黙
々
と
数
息
観
に
て
う
ち

坐
る
。
そ
こ
に
、
無
常
の
世
を
正
し
く
捉
え
て
生
き

る
己
の
生
き
、
ざ
ま
が
見
え
て
く
る
」
と
教
え
て
い
ま

す。
坐
禅
、
法
話
、
写
経
に
よ
る
三
愛
会
の
精
神
修
養
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会
は
、
昭
和
叩
年
代
に
、
大
本
山
永
平
寺
別
院
長
谷

寺
(
東
京
・
麻
布
)
で
墓
尽
地
区
の
中
間
管
理
職
を

対
象
と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
ま
し
た
。
現
在
お
こ
な

っ
て
い
る
坐
禅
会
は
、
範
囲
を
全
国
に
拡
げ
、
各
支

部
ご
と
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
場
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第

一
回
日
年
6
月
日
1
H
日

宇

治

黄
祭
宗
大
本
山
高
福
寺
(
近
畿
・
中
部
支
部
)

第
二
回
日
年
刊
月
口
l
m
日
久
留
米

臨
済
宗
妙
心
寺
派
梅
林
寺
(
九
州
支
部
)
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第二 日 第一 日 • 一一一一 一一一一一一
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O 0000000三三 O 00000三三 O 神
O 0000000000  00000000  O 介 責中修

61集部養
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式付談尾教の き 事 ア 干丁 日山部会
会 化昼 食務禅観話食務禅床 寝 i谷禅話食準経得|合

( 、J

文研と 備 二ノ き寓参日

雄究そ普 掃 ヨ 事 /福加藤
委 / 14寺者表
師員s 茶 除 日 28 

( 

名
響 土
'- ) 

第
三
四

回

年

2
月
初

l
n
日

小

田

原

曹
洞
宗
夫
雄
山
最
乗
寺
(
墓
星
文
部
)

第
四
回
臼
年
5
月
幻

1
幻
日

一一一
原

臨
済
ウ
不
大
本
山
静
旭
・
寺
(
中
国
支
部
)

第

五

四

位

年
6
月
四
1
日
日
宇
治

2
回
目

黄
壁
示
大
本
山
高
福
寺
(
近
畿
支
部
)

第
六
四
位
年
7
月
刊

1
日
日
福
井

曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
(
中
部
・
関
東
支
部
)

研
修
内
容
は
、
各
寺
に
よ
っ
て
多
少
異
な
り
ま
す

が
、
だ
い
た
い
別
表
の
よ
う
な
日
課
で
す
。
参
〆
加
者

は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ウ
ェ
ア
な
E
動
き
や
す
い
服
装
て

僧
侶
の
指
導
の
も
と
に
規
則
正
し
く
行
動
い
た
し
ま

す
。朝

課
(
朝
の
お
つ
と
め
て
作
務
(
労
働
・
庭
掃

除
な

E)、
典
座
(
食
作
法
)
、
坐
禅
、
開
法
、
写
経

な
ど
、
い
ず
れ
も
決
し
て
た
や
す
い
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ら
の
修
行
体
験
を
通
し
て
、
み
e
す

か
ら
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
寺
に

5
1
6
名
い
る
修
話
旧
と
同
じ
こ
と
を

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
臨
済
の
名
刺
な
の
で
、
厳

し
い
だ
ろ
う
と
覚
悟
は
し
て
い
ま
し
た
が
、
想

像
以
上
に
厳
し
か
っ
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
」

と
前
田
茂
さ
ん
。
(
お
歳
日
本
リ
l
ス
福
岡

支

底

第

2
回
参
加
)

「
初
め
て
の
体
験
、
で
す
。
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

で
、
た
い
へ
ん
精
神
修
養
に
な
り
ま
し
た
。
指

導
僧
は
厳
し
い
反
面
、
人
間
性
豊
か
な
、
り
っ

ぱ
な
お
坊
さ
ん
で
し
た
」
と
青
木
義
治
さ
ん
。

(
日
歳
リ
コ

1
サ
ー
ビ
ス
第
3
回
参
加
)
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俸
趨
寺
、
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
任
務
(
リ
ー
ダ
ー
、

記
録
孫
、
食
事
係
、
掃
除
係
等
)
が
課
せ
ら
れ
ま
し

た
。
作
業
を
終
え
る
と
指
導
僧
に
報
告
を
す
る
の
で

す
が
、
あ
い
ま
い
な
言
葉
づ
か
い
や
行
動
に
対
し
て

は
、
特
に
厳
し
い
注
意
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

お
時
の
解
定
(
消
燈
・
就
寝
)
後
、
雨
の
降
る
中
、

法
尚
早
前
の
廊
下
、
て
再
び
坐
禅
。
一
人
一
人
、
本
山
に

来
た
目
的
が
何
で
あ
る
か
を
、
僧
に
問
わ
れ
ま
し
た
。

い
い
加
減
な
回
答
が
許
き
れ
な
い
厳
し
さ
が
、
そ
こ

に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
、
報
告
書
を
書
き
あ
げ
て

就
寝
し
た
の
は
午
前
3
時

起

床

は

5
時
、
で
す
か
ら
、

睡
眠
時
聞
は
わ
ず
か
2
時
間
足
ら
ず
。
し
か
し
、
眠

さ
よ
り
充
実
感
が
あ
っ
た
、
と
い
う
の
が
参
加
者
の

大
半
の
感
想
、
で
し
た
。

-
「
紺
復
を
絶
す
る
厳
し
き
で
し
た
ね
。
自
己
の

甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
寺
に
い
る
聞

は
、
ず
っ
と
反
発
の
し
ど
お
し
、
で
し
た
が
、
帰

る
間
際
に
な
っ
て
、
口
、
で
は
言
い
表
わ
せ
な
い

何
か
を
得
た
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
誰
も
が

体
験
す
べ
き
だ
と
、
い
ま
は
つ
く
づ
く
思
い
ま

す
」
と
野
田
俊
宣
さ
ん
。
(
お
歳
岡
山
リ
コ

ー

第

4
回
参
加
)

-
「
正
坐
が
き
っ
か
っ
た
。
坐
禅
の
警
策
も
痛
か

っ
た
。
で
も
充
実
感
が
あ
り
ま
し
た
。
機
会
が

あ
れ
ば
女
子
社
員
に
も
体
験
さ
せ
て
や
り
た
い

と
思
い
ま
す
。
あ
ん
な
世
界
が
あ
る
こ
と
を
、

知
る
だ
け
で
も
意
義
が
あ
る
の
で
は
」
と
仲
田

俊
明
さ
ん
。
(
引
歳
三
愛
第
1
回
参
加
)

.
「
別
世
界
の
体
験
を
し
て
、
俗
界
の
良
さ
が
わ

か
り
ま
し
た
。
貴
重
な
体
験
で
し
た
。
で
も
、
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ゃ
る
か
ぎ
り
は
、
も
っ
と
厳
し
く
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
ね
」
と
水
野
行
雄
さ

ん。

(
m
M
歳

リ

コ

l
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
第
1

回
参
加
)

-
「
今
ま
で
自
分
な
り
に
坐
禅
を
実
行
し
て
き
た

の
で
、
理
解
し
や
す
か
っ
た
。
仕
事
を
離
れ
た

こ
の
よ
う
な
研
修
会
を
多
く
し
て
欲
し
い
」
と

野
田
勝
司
さ
ん
。
(
叫
歳
北
九
州
キ
ャ
ン
テ

ィ

ー

ン

第
2
回
参
〆
加
)

三
愛
会
で
は
、
こ
の
よ
う
な
精
神
修
養
研
修
吾
を

今
後
も
各
支
部
で
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

一
泊

一
一
日
と
い
う
短
い
修
行
体
験
で
は
あ
り
ま
す
が
、
禅

を
通
し
て
学
び
得
た
心
を
、
日
々
の
生
活
や
仕
事
の

上
に
生
か
し
て
欲
し
い
、
ま
た
同
時
に
、
日
本
文
化

の
深
さ
に
つ
い
て
も
考
え
て
欲
し
い
と
、
主
催
者
で

あ
る
事
務
局
で
は
希
望
し
て
い
ま
す
。
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